
交
差
点

法然「本願帰命之十ケ條」（『昭和新修
法然上人全集』）最初の二条、「一、南

無帰
き

命
みょう

といふは、いまのわれらが命
みょう

体
たい

なり。
すなはち智慧なり。智慧すなはち一心なり。
一心すなはち無量寿如来なり。［中略］二、南
無帰命といふは、南無も寿

いのち

、帰命も命
いのち

とさと
りて候。［中略］これ御回

え

向
こう

の命としるべし。
これを天親菩薩は真実無

む

碍
げ

光
こう

如来といふ。善
導和尚は帰命寿

じゅ

覚
かく

とはんべり」。
「彼

か

の安楽世界を観じて、阿弥陀如来を見
たてまつり、彼の国に生まれんと願ずること
を示現するが故なり。いかんが観じ、いかん
が信心を生ずる」（天親『浄土論』）。これで願
生の心が信心であると分かる。「我

が

一
いっ

心
しん

といふ
は」「無碍光如来を念じたてまつりて安楽に生
ぜんと願ずること、心心相続して他の想ひ間

けん

雑
ぞう

することなしとなり」（曇鸞『論註』）。願生
心は一心である。「願生安楽国といふは、この
一句はこれ作

さ

願
がん

門なり。天親菩薩の帰命の意
なり」（同上）。願生の心は帰命（南無）であ
る。阿弥陀仏（無量寿如来）の第十八願、「至

心・信楽・欲生我国」。よって、願生心（欲生
心）たる帰命は弥陀の本願、願心である。本
願力回向の帰命である。「向

さき

に観察 荘
しょう

厳
ごん

仏土
功徳成就と荘厳仏功徳成就と荘厳菩薩功徳成
就を説きつ。この三種の成就は、願心をして
荘厳せりと、知るべし。略説して一法句に入
るが故に。一法句とは、いはく清浄句なり。
清浄句とは、いはく真実の智慧無為法身なる
が故に」（『浄土論』）。これで願心が仏土（浄
土）、仏（阿弥陀仏）であること、真実、智
慧、無為、法身と「一」であることがわか
る。以上、故に、帰命（信心、真実）は阿弥
陀仏である。「南無帰命」は南無阿弥陀仏であ
る。「仏願に乗ずるを我が命とす」（『論註』）。
「本願帰命之十ケ條」最終条、「しずかにお

もひはんべるに、妄想顛倒のそこには有
う

為
い

の
相続のねぶりいまださめず。悪性邪見のくる
しみさかんなれば、法性の月いまだあらはれ
ず。さればにや、四

し

大
だい

離散の門にはただちに
広開浄土の門をひらく」。寂静のこのおもい
は、『無量寿経』で「独仏知耳」と言われる仏
知。「さればにや」の前までは、善導の第一深
信、帰命の「さとり」（覚）の核心である。「四
大離散」とは肉体の死、自身の流転の事。「広
開浄土門」（善導『観経疏』）とは弥陀・釈迦
の所為、それを「ひらく」のは我

われ

、これを
「南無・帰命」（「本願・帰命」）と二者の相応
（「心心相続」、一心）で表し、「帰命寿覚」と
顕す。かくして「即ち延年転寿を得」（法然

『選択集』。善導『観念法門』からの引文）。
即得往生の有り姿、生死即涅槃の悟りであ
る。

越部良一

帰
命
の
命

伝

31 （こしべ　りょういち・親鸞仏教センター嘱託研究員）　近年の論文に、「穢土の往生（五）」（『現代と親鸞』第39号）など。
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